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為
替

v
l
ト
切
下
げ
の
交
易
条
件
に
与
え
る
効
果

西

)11 

徹

国
際
収
支
の
困
難
に
直
両
し
た
国
ば
、
し
ば
し
ば
為
替
レ

l
ト
切
下
げ
と
い
う
方
策
に
訴
え
て
、
そ
の
困
難
か
ら
脱
却
し
よ
う
と

す
る
o

し
か
し

ν
l
ト
切
下
げ
が
た
と
え
国
際
収
支
を
改
善
す
る
己
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、
と
の
政
策
は
た
台
一
つ
の
肉
強
力
志
反
対

意
見
に
し
ば
し
ば
遭
遇
す
る
。
即
ち
レ
ト
切
下
げ
は
交
易
条
件
の
悪
佑
を
意
味
し
、
従
っ
て
国
官
を
減
少
吐
し
め
る
と
い
う
反
苅
意

見
て
あ
る
。
し
か
し
と
の
反
対
意
見
は
必
ず
し
も
あ
ら
一
ゆ
る
場
合
に
妥
当
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
モ
れ
で
は
、
ど
心
ょ
う
た
場
合
k
v

ー
ト
切
下
げ
は
交
易
条
件
を
好
転
せ
し
め
る
こ
と
が
ぞ
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
対
す
る
解
容
は
央
ず
、
ロ
ピ
Y

ソ
ン
女
更
に
よ
っ

て
た
さ
れ
た
。
切
下
げ
国
の
交
易
条
件
が

ν
l
ト
切
下
の
結
果
と
し
て
好
転
す
る
か
否
か
は
、
各
国
の
輸
入
品
に
対
す
る
需
要
の
弾
力

性
の
積
が
そ
れ
ら
の
供
給
の
弾
力
位
の
積
よ
り
も
大
ぜ
あ
る
か
否
か
に
依
存
す
る
と
い
う
の
が
ロ
ビ
ン
ソ

γ
女
史
に
上
っ
て
導
か
れ
た

結
論
ぜ
あ
っ
た
。
ロ
ピ
ン
ソ
Y

女
史
は
こ
れ
以
上
氏
考
察
を
進
め
て
は
い
た
い
。
レ
ー
ト
切
下
げ
は
直
接
に
は
切
下
げ
国
の
輸
出
品
と

輸
入
口
聞
の
価
格
の
み
を
変
佑
さ
せ
る
も
の
て
あ
る
が
、
こ
の
輸
出
入
口
聞
の
価
格
変
動
は
更
に
切
下
国
及
び
そ
の
貿
易
相
手
同
心
閏
内
商

品
の
価
格
に
も
波
及
す
る
。
従
っ
て
、
各
国
心
国
内
商
品
の
需
給
開
力
性
心
如
何
が
更
に
安
易
条
件
の
変
化
に
影
響
す
る
わ
け
で
あ

為
替
レ
ー
ト
切
下
げ
の
交
易
条
件
に
与
え
る
効
果

第
己
十
八
巻

l:; 
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為
替
レ
ー
ト
明
下
げ
の
交
晶
条
件
に
与
え
る
効
果

第
七
十
八
巻

七
回

第

号

四

る
o

即
ち
レ

l
ト
切
下
げ
白
交
易
条
件
に
与
え
る
効
果
を
考
察
す
る
に
際
し
て
は
、
単
に
輸
出
入
口
問
の
み
左
ら
ず
園
内
向
聞
を
も
我
々
の

視
野
心
中
へ
取
り
入
れ
各
商
品
群
の
問
の
価
格
変
動
心
波
及
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
左
観
点
か
ら
交
易
条
件
の
変

化
の
問
題
全
取
り
上
げ
た
白
は
ミ

l

F
て
あ
ん
。
し
か
し
、
ミ

l
ド
の
議
論
に
は
不
明
瞭
た
諸
点
が
存
在
す
る
。
こ
心
不
明
瞭
吉
の
多

く
は
、
彼
の
塾
講
に
h

d

w

℃
ど
の
よ
う
な
仮
説
が
置
か
れ
て
い
る
の
か
充
分
に
述
べ
ら
れ
て
い
な

W
こ
F
に
も
と
づ
く
と
考
え
ら
れ

る
o
従
っ
て
、
以
下
に
沿
い
て
、
ミ

l
F
H
m
暗
黙
催
に
お
い
て
い
る
仮
説
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
朗
自
に
述
ペ

b
れ

τい
る
仮

説
に
づ
い
て
も
、
そ
れ
が
満
た
さ
れ
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
条
件
が
必
要
で
あ
る
か
を
考
察
す
る
。
モ
し
て
ミ

l
ド
が
導
い
て
hv
る

結
論
を
頁
陀
明
確
在
形
て
証
明
す
る
と
共
氏
、
そ
の
結
論
が
妥
当
し
得
る
限
界
を
明
ら
か
に
す
る
で
あ
ろ
う
。

川
山
同
国
各
自
自
己
二
一
“
出
品
問
民
ロ
4
5
-加
E
F員
同
書
臣
告
宮
崎
2
口
E
目
立
喜
一
5
E
H
Z
E
H江
民
一
官
室
内
b
n
M
3
b
O
6
3
t
h誕
百
さ
詰
ミ
ヒ
・

5
当
、
』
幅
広
③
J

E

S

E

E

S

F
息
苦
言
、
た
同
Jph
ミ
ペ
hvN守
誌
な
言
え

P
与
・
宅
・
∞
忠
一
1
色

円

相

と
れ
ー
と
同
様
円
分
析
が
、
最
近
当

H
V
m
w
E
F
に
よ
っ
て
な
さ
れ
亡
い
る
。

〆
〈
白
「
∞
ロ
E
f
玄
関
吉
村
件
。
同
国
目
ゲ
臣
官
同
具
。
〉
門
戸
〕
里
片
岡
国
吉
円

S
F
o
m
k
g只
廿
己
主

F-45m
コ
ANNREhQWNlhk号
、
宮
内

hnN尋問
q
u
C
2
H匂町品、

E
V
E
∞

l
∞
凶
白

ω
h
切
下
回
の
輸
入
需
要
の
弾
力
性
、
町
相
手
国

ω
輪
入
需
要
の
弾
力
性
、
町
切
下
国
の
輸
出
品
供
骨
の
弾
力
性
、
町
相
手
国
輸
出
品
供

給
の
弾
力
性
、
，
z

為
替
レ
ー
ト
の
切
下
車
。
と
す
れ
ば
、
レ
l
ト
切
下
げ
が
切
下
回
に
と
ヲ

C
交
易
条
件
を
良
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、

b
L
β
i
l川

h
J
〈

。

〆

n

b

d

p

、

で
な
け
れ
ば
な
b
な
い
。
同
図
。
ず
HHMEロ
・
号
、
】
M
戸君、

F
♀

SAO
印ロ
E
F
に
よ
っ
て
謀

hp
れ
た
条
引
も
こ
れ
と
同
様
で
あ
る
。
岩
戸
∞
EHZr

N
R
礼
・
匂
∞
】
由

同
問
ト
『
・
回
目
旨
E
骨
ヨ
ヨ
如
、
同
ミ
E
R内
A
¥
、
主
ミ
号
、
L
E
H
n
}】
品
目
『
F

3

日
叫
同
!
日
泊
。
レ
ー
ト
切
下
げ
の
交
易
条
件
に
与
え
る
効
果
を
、
国
内
商
品

へ
の
披
及
を
も
考
慮
し
て
分
析
し
た
も
の
叩
と
し
て
、
と
の
ミ
1

ド
以
外
〕
に
は
、

み



口

同

EHwn弘主
E
出

0
5
E
5白
百
島
神
宮
叶
oSM問
。
出
斗
E
L
O
ミ
可
号
、
百
h
n
e
A
¥
出
ザ
ミ
も
SNR
吾
、
礼
子

3
H
E申

l
凹

p
z
-
H
4同
(
同
)
・
司
【
》
凶
∞

t岳
唱
が
あ

る。
先
ブ
ミ

l
F
に
よ
ヲ
て
た
さ
れ
て
い
る
分
析
を
要
約
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ミ
ド
は
一
国
白
金
生
産
物
を
圏
内
商
品
(
そ
の
商
品

の
性
質
上
、
国
際
聞
の
移
動
が
不
可
能
在
も
心
、
例
え
ば
生
の
牛
乳
、
住
宅
、
理
髪
屈
の
十

l
ぜ
ス
等
)
と
国
際
商
品
(
国
際
間
の
移

動
が
可
能
た
も
白

)ι
に
分
け
、
更
に
国
際
商
品
を
輸
出
品
(
国
内
ざ
消
費
さ
れ
る
と
同
時
に
輸
出
に
も
向
け
b
れ
る
も
の
)
と
輸
入

競
争
品
(
輸
出
さ
れ

F
園
内
て
消
費
さ
れ
、
し
か
も
輸
入
品
に
極
め
て
類
似
し
た
も
白
〕
と
に
分
け
る
。
ま
た
ミ

l
ド
は
貿
易
関
係
に

あ
る
二
園
、

A
、

B
t
想
定
し
、
モ
れ
ら
の
一
一
国
の
生
産
者
は
上
述
の
三
種
類
の
商
品
を
生
産
す
る
と
し
、
ま
た
同
固
に
お
い
て
貨
幣

賃
金
は
一
定
、
且
ワ
常
に
完
全
一
雇
傭
が
保
た
れ
る
よ
う
に
財
政
金
融
政
策
が
と

L
れ
て
い
る
と
仮
定
す
る
。
い
ま

B
国
が
為
替

ν
l
ト

を
切
下
げ
た
と
し
よ
う
。
己
の
切
下
げ
は
B
閏
貨
幣
て
計
っ
た
B
国
の
輸
出
口
町
と
輸
入
品
白
価
格
主
共
に
引
上
げ
る
か
ら
B
国
白
輸
入

競
争
門
目
白
価
格
も
上
昇
し
、
従
ヲ
て

B
国
の
す
べ
て
の
閏
際
商
品
白
価
格
は
園
内
商
品
に
く
ら
べ
て
上
昇
す
る
。

A
固
に
者
い
て
は
逆

に
国
際
商
品
の
価
格
は
圏
内
商
品
に
く
、
b
べ
て
低
下

F
る
。
そ
己
て
ミ

l
F
は
こ
の
直
接
的
効
果
に
沿
い
て
は
輸
出
品
価
格
と
輸
入
競

争
品
価
格
は
同
一
比
率
だ
け
変
化
し
交
易
条
件
は
不
変
心
士
ま
に
と
ど
ま
る
と
仮
定
す
る
。
モ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
直
接
的
効
呆
が
交

易
条
件
主
変
え
な
い
場
合
て
も
園
内
市
場
へ
白
波
及
と
い
う
間
接
的
効
果
白
如
何
に
よ
っ
て
交
易
条
件
は
切
下
旬
げ
固
に
有
利

K
も
な

れ
ば
不
利
に
も
な
る
。

こ
れ
を
示
す
の
が
ミ

l
F
の
介
析
の
目
的
た
の
ぞ
あ
る
。

ミ
l
ド
に
よ
れ
ば
、

「
こ
白
直
接
的
効
田
市
は
A
の

国
際
商
品
む
価
格
を
国
内
商
品
の
価
格
に
く

b
ベ
て
下
落
せ
し
め
る
。

B
に
沿
い
て
は
逆
む
事
磁
が
生
じ
る
。

為
替
レ
1
ト
切
下
げ
の
交
易
条
件
に
与
え
る
剤
mm
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為
替
レ
l

f

切
下
げ
の
交
易
条
件
に
与
え
る
効
果

第
七
十
八
巻

一
七
六

第
二
号

一一一六

B
に
お
け
る
輸
入
品
及
び
輸
入
競
争
品
の
価
格
を
輸
出
品
の
価
格
に
く
ら
ペ
て
変
化
さ
せ
る
何
ら
の
理
由
も
存
在
し
た
同
。
L

「
す
べ
て

白
国
際
商
品
。
価
格
が
同
様
に
動
く
以
土
、
モ
心
限
り
で
は
交
易
条
件
は
不
変
で
あ
る
。
し
か
し
、
終
局
的
に
は
、
も
し
A
及
び

B
に

国B 

国際商品|国内商品国際商品
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15E塑
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E 
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湖
一
動
一

時
一
笠

島
市
一
開
一

治
け
る
国
際
商
品
と
国
内
商
品
心
開
D

需
給
D
b
叫
御
札
移
動
が
B
の
輸
出
品

の
価
格
主
モ
の
ま
ま
に
結
持
し
A
の
輸

出
品
の
価
格
を
低
め
る
上
う
な
も
の
で

あ
る
左
ら
ば
交
易
条
件
は
B
に
有
利
左

第
一
図
は

品;Jsも
価けの
格ると
間(+)な
り(ー)る
相ので
対百己あ
的 号 ろ
なはう
上 そ J
昇 れ
、ぞ

下 れ
落 の
を商

示
し
て
い
る
。
図
の
上
段
は
上
述
の
直

第

接
的
効
果
を
示
し
て
い
る
。
己
目
直
接

的
効
果
に
よ
る
価
格
差
心
結
果
、
両
国

内
に
ι措
い
て
園
内
商
品
と
国
際
商
品
と

の
問
に
需
給
心
移
動
が
生
じ
る
で
あ
る

う
。
己
の
需
給
移
動
が
国
際
商
品
の
う

ち
い
ず
れ
の
商
品
に
お
い
て
生
じ
る
か



に
よ
っ
て
安
易
条
件
に
与
え
ら
れ
る
効
果
は
異
怠
る
。
図
白
下
段
の
第
一
の
場
合
の
よ
う
に
両
国
に
お
け
る
需
給
白
移
動
が
輸
入
競
争

品
と
同
内
商
品
と
の
問
に
沿
い
て
生
じ
る
場
合
に
は
、

B
に
お
い
て
は
輸
入
競
争
品
白
価
格
は
下
落
し
A
に
お
い
て
は
輸
入
競
争
品
の

価
格
は
上
昇
す
る
。
こ
れ
ら
の
輸
入
競
争
品
の
価
格
の
変
化
は
そ
れ
ぞ
れ
の
輸
入
品
価
格
を
変
化
さ
せ
、

A
の
輸
出
品
価
格
は
下
落
し

B
の
輸
出
品
価
格
は
上
昇
し
て
交
易
条
件
は
B
K
有
利
に
友
る
。
ま
た
第
二
の
場
合
の
工
う
に
、
両
国
内
に
治
げ
る
需
給
の
移
動
が
輸

出
品
と
国
内
商
品
と
の
間
に
あ
い
て
生
じ
る
場
合
に
は
、

B
の
輸
出
品
価
格
は
下
落
し
、

A
の
輪
開
口
町
価
格
は
上
昇
し
て
交
易
条
件
は

A
に
有
利
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
言
い
か
え
れ
ば
、
切
下
国
に
と
っ
て
交
易
条
件
が
有
利
に
た
る
か
否
か
は
切
下
国
及
び
相
手
国
の

輸
出
品
供
給
の
弾
力
性
が
小
て
あ
る
か
大
て
あ
る
か
に
依
存
す
る
わ
け
で
あ
る
。
以
上
が
ミ
l
ド
の
議
論
の
大
要
て
あ
る
。

ω
『
I

巨

冨
E門

戸

0

・
忌
え
宅
凶
S
1
M
α
一
)
'

凶

戸

恒

国

E《紘一
K
N
r

ぇ・
-v

岡
山
。

ω
戸

開

出

E
骨
二
町
民
、
可
回
目
白

川
何
?
開
胃
E
骨
二
伝
R
N
'
-
v
M日
吋

レ
ー
ト
却
下
げ
の
各
商
品
価
格
に
与
え
る
影
響
は
次
の
三
つ
の
効
果
工
り
成
る
。
第
一
次
効
呆
は
却
下
国
の
輸
出
品
価
格
(
外
国
貨

幣
て
表
わ
し
た
。
V

と
輸
入
品
価
格
(
自
問
貨
幣
て
表
わ
し
た
)
と
を
同
一
比
率
だ
け
変
化
さ
せ
る
。
第
二
次
効
果
は
乙
れ

b
の
輸
出

入
品
と
同
国
の
輸
入
競
争
品
と
の
問
の
国
際
間
波
及
の
効
果
て
あ
り
、
第
三
次
効
果
と
し
て
各
国
内
て
白
国
際
商
品
と
国
内
商
品
心
問

の
波
及
過
程
が
あ
る
。
ミ
l
ド
は
、
こ
の
う
ち
の
第
一
次
刻
日
間
と
第
二
次
効
果
は
始
ん
ど
同
時
に
生
じ
る
と
考
え
て
い
る
。
従
っ
て
佃

為
帯
レ
ー
ト
切
下
げ
の
交
易
条
件
忙
与
え
る
効
来

第
七
イ
人
巻

七
一レ

〕

第

号ー

七



為
替
レ
ー
ト
切
下
げ
の
交
易
条
件
に
与
え
る
効
果

第
七
十
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号

七
ノ、

ノ1、

格
変
動
の
波
及
は
第
一
次
効
果
と
第
二
次
効
山
市
の
和
(
ミ

1
ド
は
こ
れ
を
直
接
的
効
呆
と
呼
ぶ
)
及
び
第
三
次
効
果
(
間
接
的
効
果
〕

の
二
段
階
に
わ
け
て
考
察
さ
れ
る
。

ν
l
ト
切
下
げ
の
直
践
的
効
県
て
あ
る
第
一
段
階
の
内
容
は
両

I

，
、

44

『

に

F

-

一
¥

/

E

一2
、

ι
一2

一
一
一
一
第

'

一

一

、

，3

6

-

一目主回:FI
Ll:出6 

商

国
の
国
際
商
品
聞
の
価
格
波
及
過
程
に
他
な
ら
ず
、
そ
の
後
に
生
じ
る
間
接
的
効
果
て
あ
る
第
一
一
段

階
は
モ
れ
ぞ
れ
の
国
内
に
ゐ
け
る
国
内
商
品
と
国
際
商
品
と
の
問
の
価
格
波
及
過
程
主
意
味
し
て
い

る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
υ

己
の
ミ

l
F
の
一
一
づ
の
波
及
段
階
の
内
容
に
関
し
て
は
具
在
っ
た
解
釈

も
ま
た
可
能
で
あ
る
が
、
我
々
の
目
的
は
ミ
ド
の
議
論
を
破
壊
す
る
こ
と
で
は
な
く
生
か
し
て
明

維
に
す
る
こ
と
で
あ
る
か

b
先
に
述
べ
た
解
釈
に
よ
る
こ
と
に
す
る
。
即
ち
六
簡
の
商
品
の
各
々
に

上
表
の
如
く
番
号
を
附
け
る
な
ら
ば
、
ミ

l
F
に
よ
っ
て
仮
定
さ
れ
て
い
る
各
商
品
問
の
関
係
は
第
二

図
の
よ
う
に
表
わ
さ
れ
か
。
突
拍
酬
は
第
一
段
階
に
属
す
る
関
係
、
点
線
は
第
一
一
段
階
に
属
す
る
関
係

主
示
す
。
ま
た
ミ

l
F
は
交
易
条
件
の
変
佑
を
考
え
る
に
際
し
て
輸
出
品
価
格
と
輸
入
品
価
格
心
相

対
的
た
勤
さ
の
代
り
に
輸
出
品
価
格
と
輸
入
競
争
品
価
格
の
相
対
的
な
勤
き
に
注
目
す
る
。
も
し
輸

出
品
価
格
が
輸
入
競
争
品
価
格
に
比
し
て
相
対
的
に
よ
昇
す
る
な
ら
ば
交
易
条
件
は
良
化
し
た
と
考

え
、
相
対
的
に
下
落
す
る
な
ら
ば
悪
化
し
た
と
考
え
、
相
対
的
に
不
変
な
b
ば
交
易
条
件
も
不
変
と

考
え
る
。
こ
の
こ
と
は
輸
入
財
と
輸
入
競
争
財
は
完
全
友
代
用
財
て
あ
り
、
モ
れ
ら
の
価
格
は
常
に

比
例
的
に
変
動
す
る
と
ミ
ド
が
仮
定
し

τい
る
己
と
を
意
味
す
る
υ

即
ち
輸
入
財
と
輸
入
競
争
財

と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
-ho
以
上
、
ミ

l
F

と
は
一
つ
の
複
合
財

(
g
E喧
匹
。

E
E回
忌
若
)

の
議
論
に
沿
い
て

V
1
ト
切
下
げ
の
直
接
的
効
果
が
何
を
意
味
し
て
い
る
か
を
、
更
に
輸
入
品
と
輸



入
競
争
口
聞
と
の
関
係
を
明
確
に
し
た
が
、
次
に
第
一
段
階
の
波
及
過
程
(
夜
接
的
効
果
)
に
つ
い
て
吟
味
L
、

「
直
接
的
効
呆
に
関
ず

る
限
h
J
交
易
条
件
は
不
変
に
と
ど
ま
る
L

と
い
う
ミ

1
F
の
仮
説
が
満
た
さ
れ
る
た
め
に
は
如
何
な
る
条
件
が
必
要
ゼ
あ
る
か
を
考
察

し
よ
九
。
先
づ
或
る
与
え
ら
れ
た
超
過
需
要
の
爽
佑
に
対
し
て
、
モ
白
商
品
の
価
格
が
何
バ

l
セ

y
ト
変
化
す
る
か
と
い
ろ
程
度
を
価

格
仲
縮
度
官

E
P
K
F
Eむ
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。
さ
℃
、
レ
ー
ト
切
下
げ
は
相
手
国
貨
幣
て
討
っ
た
明
下
回
の
輸
出
品
(
前
士
宮

第
1
財
)
価
格
を
明
下
率
だ
け
下
落
さ
せ
る
c

そ
こ
で
相
手
国
に
沿
い
て
は
輸
入
競
争
財
(
第
5
財
)
か
ら
輸
入
財
(
第
1
財
)
へ
の
一

需
要
心
移
動
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
己
の
時
、
も
し
第
5
財
の
価
格
仲
縮
度
が
大
で
あ
れ
ば
、
需
要
移
動
を
停
止
せ
し
め
る
に
必
要
た

比
率
だ
け
第

5
財
価
格
を
下
落
さ
せ
る
た
め
に
、
工
的

J

少
な
い
需
要
量
の
移
動
て
十
分
ぜ
あ
る
。
第

5
財
に
お
け
る
需
要
の
減
少
は

第
1
財
へ
心
需
要
増
加
と
た
っ
て
現
れ
る
が
、
こ
む
需
要
増
加
は
、
実
物
的
に
評
価
さ
れ
る
時
、
第
1
財
の
単
価
が
第
5
財
の
単
価
に

比
較
し
て
大
き
い
ほ
ど
小
さ
い
。
ま
た
第
1
肘
へ
の
需
要
増
加
は
第
1
財
心
価
格
を
引
上
げ
る
が
、
と
れ
は
第
1
財
の
価
格
仲
縮
度
が

小
さ
い
ほ
ど
小
古
い
。
そ
し
て
、
第
5
財
市
場
へ
の
波
及
を
通
じ
て
倒

b
く
己
の
効
果
は
第

1
W価
格
を
上
昇
さ
せ
る
よ
う
に
働

b

告
、
己
れ
は

ν
1
ト
同
引
下
げ
の
最
初
の
効
旧
市
を
減
殺
す
る
か
ら
、
己
心
第
二
次
効
果
が
小
さ
い
程
、
こ
れ
と
最
初
の
効
果
と
を
合
し
た

純
下
落
効
果
は
大
き
い
て
あ
ろ
う
。
以
上
白
波
及
過
程
は
第
3
図
に
沿
い
て
示
さ
れ
る
o

第
3
図
は
半
対
数
グ
ラ
ブ

D
上
に
措
く
の
が

便
利
で
あ
る
。
何
故
た
ら
、
半
対
数
グ
ラ
7

の
使
用
に
よ
っ
て
、
超
過
需
要
曲
線
の
勾
配
の
大
小
が
価
格
伸
縮
度
を
示
す
こ
と
に
な

bJ
、
ま
た

v
l
ト
切
下
げ
に
よ
る
価
格
の
比
例
的
変
動
を
グ
ラ
フ
の
上
て
は
等
距
離
の
移
動
、
即
ち
、
超
過
需
要
曲
線
の
平
行
移
動
と

し
て
一
か
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
図
に
お
い
て
、
価
格
軸
よ
り
右
方
に
は
第
1
財
の
玉
の
超
過
需
要
を
、
左
方
に
は
第
5
財
の
玉
の
超

過
需
要
が
表
わ
さ
れ
る
。
い
ま
第
1
財
と
第
5
財
の
価
格
比
が
2
対
1
ぜ
あ
る
と
し
よ
う
。

(
己
の
二
財
は
完
全
な
代
用
財
ゼ
あ
る
と

い
う
仮
定
に
よ
っ
て
、
と
白
価
格
比
は
常
に
保
た
れ
る
。
)

価
格
軸
上
の
両
側
の
目
盛
を
そ
の
価
格
比
に
応
じ
て
と
り
、
第
1
財
と
第

為
替
レ
ー
ト
却
下
げ
の
交
易
条
件
に
与
え
る
効
果

第
七
十
八
巻

七
九

第

号

九



為
替
レ
}
ト
切
下
げ
の
交
易
条
件
に
与
え
る
効
果

価格 (A図貨幣で表わした〕

Eo 

第 1財の超過需要(十)
第 5財の超過需要(-) 

部
七
十
八
遺

ノ¥。

EJ E2 

!:凡

よ一一」
a含 a3 a， 

鵠 5財の起j目需型(十〕
第 1財の超地リ要〔ー〕

c; 
c. 

第
二
号

pg 
o 

5
財
山
一
一
一
ツ
の
超
過
需
要
曲
線
が
均
衡
値
に
お
い
て
は
常
に
価
格
軌
上
て
交
わ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
切
下
げ
前
の
初
期
均
値
衡
が
九
て
あ
フ
た
と
し
よ

う
o
v
l
ト
切
下
げ
は
第
1
財
の
超
過
需
要
曲
線

A
t
A
へ
動
か
し
、
価
格

tph

こ
り
第
1
財
の
価
格
下
落
同

ま
で
下
落
さ
せ
る
。

(
切
下
げ
心
第
一
次
効
岡
市
)
。

第 3図

第
5
則
か

b
第
1
財
へ
の
需
要
移
動
土
生
ぜ
し
め
、
両
財
問
心
価
格
差
は
埋
め

ら
れ
九
に
お
い
亡
新
し
い
均
衡
価
格
に
達

F
る
n

即
ち
借
用
5
財
の
超
過
需
要
は

剖
剖
だ
け
減
少
し
、
モ
の
曲
線
は

G
か
ら
へ

G
移
動
し
、
一
方
、
第
1
財
の
超

過
需
要
は

3

9

(
い
ま
、

2
対
1
の
価
格
比
を
仮
定
し
て
い
る
か
ら
こ
れ
は

同
叫
「
に
等
し
い
。
)
だ
け
増
加
し
、
そ
の
曲
線
仲
泣
か

b
九
ま
で
上
昇

F
る。

更
に
、
第
4
図
は
第
3
図
の
場
合
に
く
ら
べ
て
第
5
財
の
価
格
仲
縮
度
が
大
き
い

場
合
を
、
第
5
図
は
第
1
財
の
価
格
仲
縮
度
が
小
さ
い
場
合
を
、
館
6
函
は
第
1

財
価
格
の
第
5
財
価
格
に
対
す
る
比
率
が
大
き
い
場
合
を
そ
れ
ぞ
れ
示
し
、
そ
れ

ら
心
一
一
つ
一
心
場
合
は
す
べ
て
第
3
図
臼
場
合
に
比
較
し
て
価
格
下
落
の
一
程
度
は
大

古
川
い
σ

以
上
主
士
と
め
る
と
、
切
下
閏
の
輸
出
品
価
格
の
下
落
の
程
度
は
、

ム
n

相
手
国
の
輸
入
競
争
品
目
価
格
伸
縮
度
が
大
き
い
ほ
ど
大
き
い
。

ん
。
切
下
回
の
輸
出
口
問
D
価
格
伸
縮
皮
が
小
さ
い
ほ
ど
大
き
い
。



第 4図

第 5図

E， 
E包

li， 

¥¥、

C。

第5図

ノ〆

E o 

E， 
E， C， C， 

ん
。
切
下
国
白
輸
出
品
単
価
の
輸
入
競
争
品
単
価
に
対
す
る
比
が
大
き
い
ほ
ど
大
き
い
。

次
に
切
下
国
の
輸
入
品
(
第
4
財
)
価
格
は
レ

1
ト
切
下
げ
に
よ
っ
て
先
ず
切
下
国
貨
幣
て
計
コ
て
切
下
率
だ
け
上
昇
す
る
。
こ
の
価

格
上
昇
は
輸
入
品
か
b
M七
回
輸
入
競
争
品
(
第
2
財
)
へ
り
需
要
移
動
を
生
じ
、
こ
の
波
及
過
程
士
通
じ
て
輸
入
品
価
格
は
下
落
す

る
o

切
下
げ
の
最
初
山
第
一
次
効
具
に
よ
コ
て
は
相
手
国
貨
幣
て
計
っ
た
輸
入
品
価
格
は
不
変
で
あ
る
か

b
、
乙
の
第
二
次
期
燥
が
大

空
い
ほ
ど
、
相
手
国
貨
幣
て
計
ツ
た
輸
入
品
価
格
の
下
落
は
大
き
い
。
輸
出
品
の
場
合
と
同
様
の
推
論
に
よ
っ

U
、
乙
の
輸
入
品
の
価

格
下
落
程
度
は
為

A
G
輸
入
競
争
品
の
価
格
伸
縮
度
が
小
さ
い
ほ
ど
大
き
い
円

O

A
o
輸
入
品
の
価
格
仲
縮
度
が
大
き
い
ほ
ど
大
き
い
。

為
替
レ
ー
ト
切
下
げ
の
交
易
条
件
に
与
え
る
効
果

第
七
十
八
巻

ノ一、

古希

号

四



為
替
レ
ー
ト
切
下
げ
の
晶
吏
条
件
に
与
え
る
効
果

第
レ
〕
十
八
巻

ノX

第

号

四

A
。
輸
入
品
単
価
が
輸
入
競
争
品
単
価
に
比
し
て
小
さ
い
ほ
ど
大
さ
い
。

従
っ
て
、
共
に
外
国
貨
幣
て
計
っ
た
輸
同
品
価
格
と
輸
入
品
価
格
が
同
一
比
率
て
変
化
す
る
た
め
に
は
、
即
ち
、
交
易
条
件
が
不
変
で

あ
る
た
め
に
は
、
上
述
の
条
件

4
4
n叫
ん
か
ら
、

}
同
闘
い
M
笠
岡
山
同
出
岡
崎
由
開
阿
置
困
口
)
罫
戸
部
物
品
二
宮
翠
)
θ
言
葉
主
議
開

宣
i

寸
回
。
罫
u
f同
開
品
市
討
(
油
国
運
)
巴
べ
首
謀
容
欝
皿
m
I

蔀
同
副
J
制
戸
海
)
J凶
劃
和
主
識
問

f 

同

) 

条
件

4
4
か
ら
は
、

凶
同
四
回
故
防
岬
開
時
四
国
議

骨
卦

U
M
r
b
言
葉

岬
卦

E
h言
葉

ー
酋
4
回
巴
議
戸
時
開
命
ロ
副
首
事

(
N
〕

そ
こ
ざ
価
格
仲
精
度
を
需
要
の
碑
力
性
の
形
に
書
き
直
せ
ば
、

;

(

U

)

 

ぜ
あ
る
こ
と
は
容
易
K
知
ら
れ
る
。
た
お
、
己
心
直
接
的
効
果
を
問
題
に
し
て
い
る
段
階
て
は
、
完
全
雇
傭
が
常
に
維
持
さ
れ
て
い
る

と
い
「
う
仮
定
の
下
に
お
い
て
は
、
両
国
の
多
民
業
部
門
の
そ
れ
ぞ
れ
の
供
給
は
完
全
に
非
弾
カ
的
で
あ
る
と
と
に
注
意
し
上
う
。

zh

に
代
用
関
係
に
あ
る
2
財

(
1
と
5
、
2
と
4
)
は
完
全
た
代
用
財
と
仮
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ

b
の
需
要
弾
カ
性
は
殆
ん
ど
等

し
い
と
考
え
る
と
と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
従
つ
ず
一
、
も
し
、
需
要
の
郵
力
性
が
等
し
hv
と
仮
定
す
る
仕
b
ば、

ω川
阿
川
仰
の
関
係
か

ら
宮
l

司回
δ
露出
f

甲
山
岡
醤
首
片
岡
同
鴎
日
〆
一
蹴
時
間
伸
明
動

向
出
!
司
回
巴
撃
訓
劉
制
剖
州
側
動
日
市
出
イ
回
G
罫
罫
竹
田
除
同
附
磁

-

(

h

F

〕



い
ま
明
一
下
国
の
輸
入
品
(
及
び
輸
入
競
争
品
〉
検
工
藤
物
、
輸
出
品
(
及
び
相
手
国
の
輸
入
競
争
品
)
を
農
産
物
と
す
れ
ば
、

ωの
関

係
は
、
総
生
産
額
中
、
農
業
生
産
相
相
と
工
業
生
熊
額
と
の
比
が
い
ず
れ
り
同
に
長
い
て
も
等
し
い
場
合
、
言
い
か
え
れ
ば
両
国
が
問
様

の
産
業
構
造
を
持
つ
場
合
、
モ
し
て
ぞ
心
時
に
お
川
い
て
の
み

v
l
ト
切
下
げ
の
一
間
接
的
効
果
が
安
易
条
件
を
不
変
に
と
ど
め
る
。
し
か

し
、
こ
れ
は
極
め
て
特
殊
な
場
ム
円
で
あ
る
と
言
わ
ね
ぽ
た
ら
ず
、
こ
の
意
味
に
沿
い
て
ミ

1
F
の
仮
説
の
一
般
的
妥
当
性
は
制
限
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
あ
る
o

ま
た
容
易
に
わ
か
る
よ
う
に
、

ω式
に
お
い
て
、
も
し
左
辺
白
値
が
右
辺
の
値
よ
り
も
大
ゼ
あ
れ
ば
、
レ
ー
ト

切
下
げ
に
上
っ
て
明
下
国
の
交
易
条
件
は
悪
化
す
る
。
こ
れ
は
閏
際
商
品
生
産
に
わ
い
て
両
国
の
輸
入
依
存
度
が
高
い
場
合
ゼ
あ
り
、

高
い
貿
易
依
存
度
は
レ

l
ト
切
下
げ
打
主
っ
て
明
下
国
の
安
易
条
件
を
悪
化
さ
せ
る
傾
向
主
持
つ
と
い
う
と
と
が
知
ら
れ
る
。

仰
外
国
貨
幣
で
表
わ
し
た
価
格
下
搭
率

自
国
貨
幣
で
表
わ
し
た
価
格
上
昇
率
!

Y
-
i
h
-
-
或
い
は
、

7

l

h

l

日
十

b

H

l

h

従
っ
て
、

h

h

ト

H

b

で
あ
。
か

L
、
F
0

・b
が
共
に
小
さ
い
時
に
は
、
同
壮
、
開
で
あ
る
。
と
こ
で
は
議
論
の
単
純
化
の
た
め
に
、
レ
ー
ト
明

下
車
は
微
伊
で
あ
る
と
し
て
、

h
l
b
E
恒
定
ず
る
。

ω側
主
ば
、
第
一
段
階
に
布
い
て
は
、
末
記
需
給
の
変
動
は
快
し
て
生
じ
る
こ
正
は
な
〈
、
園
内
聞
に
せ
よ
、
国
際
聞
に
せ
上
、
需
給
の
移
動
は
、
第

二
段
階
に
担
い
て
は
ビ
め
て
生
じ
る
と
い
ろ
仮
定
を
ミ
I

ド
が
担
い
て
い
る
左
号
え
る
。
従
っ
て
、
第
一
段
階
に
担
け
る
価
格
安
勤
は
(
即
ち
、
百

接
的
効
果
は
)
各
需
要
者
、
各
生
産
者
の
平
均
的
な
予
想
価
格
の
夜
勤
で
あ
る
と
考
土
、
第
二
段
階
に
お
い
て
、
乙
の
予
想
価
格
の
変
化
に
も
左
づ

い
て
実
際
の
需
給
変
動
が
生
じ
る
と
す
る
陣
釈
で
あ
ム
ー
と
の
解
釈
に
よ
る
な
b
ば
、
予
想
価
格
は
必
ず
し
も
実
現
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
〈
、
実
現

さ
れ
る
価
格
は
、
通
常
、
予
想
価
格
止
喰
い
遣
う
も
の
で
あ
る
か

b
、
第
二
段
陪
(
予
想
価
絡
の
変
佑
に
も
と
づ
〈
需
給
変
動
が
生
じ
る
段
階
)
以

後
忙
布
い
て
、
乙
の
吐
い
遭
い
が
搾
生
し
た
時

K
、
吏
に
も
う
一
つ
の
再
調
整
過
程
が
必
要
と
さ
れ
、
需
給
変
動
(
実
現
価
特
左
予
想
価
格
の
量
に
も

と
づ
〈
)
が
再
び
生
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
庁
、
し
て
、
レ
I

f
切
下
げ
が
交
易
条
件
に
与
え
る
最
終
的
な
効
果
は
、
こ
の
最
後
の
再
調
整
過
程
白

為
帯
レ
ー
ト
明
下
げ
の
交
晶
条
件
に
与
え
る
効
果
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え
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設
に
布
い
て
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め
て
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れ
る
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あ
る
。
従
づ
て
、
ミ
ー
ド
が
第
二
段
階
の
結
果
内
と
し
て
、
導
い
て
い
る
結
論
は
、
最
終
的
効
果
と
は
何
の
関

儒
も
な
い
過
躍
的
な
効
果
に
過
智
子
、
お
よ
そ
無
意
味
な
結
論
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官
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な
ら
な
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な
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従
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ツ
て
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ミ

1
ド
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す
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と
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き
て
も
救
う
ζ
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。
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空
岡
へ
の
座
標
系
の
変
換
と
み
な
さ
れ
る
。
詐
一
¥

J

一

し
〈
は

M
y
p
r匝
E
Z
B
-
N庶民・百

E
T
H岳
、

或

い

位

、

横

山

保

「

伺

待

の

変

換

左

安

定

均

街

」

季

刊

理

論

経

口

一

一

済
学
第
一
巻
第
三
号
撃
を
参
照
の
と

k
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I
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2
t
4
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複
合
同
却
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百
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表
わ
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o

E

2

2

-

3

6

m
宮内
O
E
は
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(
下
表
)
で
表
わ
さ
れ
る
。

開
と
れ
の
数
学
的
展
開
は
次
節
に
お
い
て
な
苫
れ
る
。

ω
P
円

E肉
0
・

忌

丸

出

回

阿
川
グ
ラ
フ
に
よ
る
考
察
に
つ
い
て
も
同
様
に
可
能
で
あ
る
。

回
開
何
故
な
ら
、
同
園
児
布
い
て
完
全
雇
怖
が
維
持
さ
れ
て
い
る
と
仮
定
し
て
い
る
か

b
、
各
国
の
雇
傭
さ
れ
て
い
る
生
産
要
素
の
総
芳
に
変
佑
は
な

ぃ
。
な
お
F

通
常
、
国
際
経
済
理
論

rお
い
て
仮
定
さ
れ
る
主
う
に
、
国
際
間

rは
商
品
の
移
動
位
自
由
で
あ
る
唱
と
し
て
も
、
生
段
要
素
は
自
由
に

移
動
し
特
な
い
。
又
、
こ
の
段
階
で
は
、
一
園
内
の
吾
産
業
部
門
間
で
の
生
産
要
素
の
移
動
は
、
未
だ
生
じ
得
な
い
と
仮
定
さ
れ
て
い
る
。
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前
節
の
分
析
を
数
学
的
に
厳
密
に
追
跡
し
て
山
い
こ
う
。
第
一
段
階
忙
お
い
て
は
四
つ
一
の
商
品
が
関
係
し
て

W
る
。
そ
れ
ら
の
商
品
の

己
の
段
階
に
お
け
る
超
過
需
要
画
数
は
、
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・
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(
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L
P
H
L
F
(片
山
噌

~
J
V
)

均
衡
点
に
お
い
て
は
、

L
H山

(
1
C
H
M

・、
)
u
o
-

しが

(
P
L
P
)
H
か

「

v
引
は
モ
れ
ぞ
れ
り
商
品
の
超
過
需
要
を
一
示
し
、

p
y
は
A
国
貨
幣
て
表
わ
し
た
価
格
で
あ
り
、

P
九
p
h
a

は
B
国
貸
幣
て
表
わ
し
た
価
格
で

あ
る
。
グ
は
為
替

ν
l
ト
D
変
化
を
示
す
パ
ラ
メ

l
グ
で
あ
り
、

B
国
の
レ

1
ト
切
下
げ
は
第
1
財

(
B
国
の
輸
出
品
)
の
超
過
需
要

曲
線
を
下
方
べ
移
動
さ
せ
、
更
に
第
4
財

(
H
国
の
輸
入
品
)
心
超
過
需
要
曲
線
を
下
方
へ
移
動
さ
せ
る

o
y
へ
の
効
果
は
、
と
の
V
内

心
変
動
か
ら
の
第
一
次
的
効
果
と
、
更
に
V

有
の
変
動
を
通
じ
て
白
第
二
次
的
効
果
と
か
ら
成
る
o
F
は
v内

D
変
動
に
よ
っ
て
影
響
を
受

け
る
。
九
九
に
つ
い
て
も
同
様
ぜ
あ
る
。
こ
れ
ら
の
価
格
波
及
は
殆
ん
ど
時
間
を
要
せ
ず
即
時
陀
左
さ
れ
る
と
ミ
ド
は
仮
定
し
て
W

H
r
(同
一
、
亡
、
、
宏
、
)
日
。

u
n
e
J・
〉
)

H

C

} 

(
同
、
)

(

N
、
)

る
。
為
替
レ
ー
ト
白
切
下
げ
は
f

の
変
動
と
し
て
考
え
ら
れ
る
か

b
、

為
者
レ
ー
ト
胡
下
げ
の
交
易
条
件
に
与
え
る
効
果
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司
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第
一
次
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2
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は
競
争
財
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二
次
効
果
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落
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程
度
に
つ
い
て
の
ム
〉
E
A
u
-
4
1
4
の
命
題
を
引
さ
出
す
こ
と
は
容
易
で
あ

る。
次
に
レ
ト
切
下
げ
の
直
接
的
効
果
に
関
す
る
限
り
交
易
条
件
は
不
変
の
ま
ま
に
と
ど
ま
る
と
い
う
ミ

l
F
の
仮
定
が
満
た
さ
れ
る

た
め
に
必
要
な
条
件
を
数
学
的
に
求
め
よ
う
。
交
易
条
件
が
不
変
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

h
q
J

弘
、
、
ヘ
、

k』
J

弘、
l

J

ー

l
H
L
ι
(
或
い
は

|
1
u
i
円

H

N

W

J

h

u

w

t

/

H

J

凡
H
V

岡

、

(呂〕



が
成
立
ナ
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
と
己
ろ
て
、

〉出
』

十

、I~

a
p
 

た
る
関
係
が
あ
る
か

b
、
こ
れ
を
側
へ
代
入
し
、
更
に
M
W
M
判
を
も
代
入
す
る
と
、

白

L
n
r
q
司

、
H

・h

ト
H
H
U
・
〉

白

h
r
a
p
h
u

(
N
D
)
 

(
も
し
、
〔
尚
尚
〉
討
凶
い
た
ら
ば
安
易
条
件
は
B
同
に
有
利
と
な
る
。
)
州
刊
に
吉

τ-Tl」
l
b
pて
価
格
伸
縮
度
士
示
す
。

』

2

由討

こ
れ
を
弾
力
性
の
形
て
表
わ
吐
ば

、晴、
風

11 

~ 
( 

伊 I~

第す
v 

財
Q) 

需
要
の
弾
力
ー出

(

〉

己

〕

(
N
H
)
 

Qi 

第

z
財
の
需
給
量
、

7)i 

h

・
第

z
財
白
供
給
の
弾
力
性
。

州
刊
山
関
係
を
用
い
て
仰
を
書
き
直
せ
ば
、

包

』

山

由

M
、

p
c

・
-
降
l

(

司
、
+
向
、
)
、
4
+
向
)
H
Q
Q
(
4
、
u
l
十
手
)
(
4
M
1↑
♂

)

帰

l
悶
凶
引
l

白

iHN

-
(
N
C
、

)

こ
こ
で
は
各
産
業
部
門
の
供
給
量
は
そ
れ
ぞ
れ
一
定
て
あ
る
。

(
即
ち
す
べ
て
の
r
H
-
)

更
に
、
A
固
に
沿
い
て
は
、

h
s
J
N
Vド
十
h
、h
b
m
H
4
h
J
'
M
十
、
肌

'
M
H
の

S
F

(
N
N
)
 

P
・E

・
第

s
財
の
需
要
量
、
ふ
・

第一
z
財

ω
供
給
量
。

為
替
レ
ー
ト
切
下
げ
の
交
易
条
件
に
与
え
る
効
果

第
七
十
八
巻

九

第
二
昔

n 



為
替
レ
ー
ト
切
下
げ
の
交
易
条
件
に
与
え
る
効
果

t
p
k
】
十
八
巻

プし

第

号一

五

B
固
に
沿
い
て
は
、

h
J
b
+》
h
v
u
u
〉
h
H
1
T
》
h
M
H
E員
-
・
:
:
・
・
:

故
氏
、
仰
を
v
内
て
微
分
す
る
ん
、

(
N
U
)
 

国
』
日

l

由

H
r

同
様
に
倒
を
ぷ
て
徴
八
ー
す
る
と
、

P
N
U
l
l
 

d
u河川

l

》
(

H

1

ャ

Jγ)
d
N
 

》
(

H

十

luγ
〉

JK声

と
れ
ら
一
を
附
へ
代
入
し
、
更
に
代
卜
日
、

(
N
U
?

与
)

、C
A
N

(
f
は
為
替
レ

l
ト
)
を
考
慮
す
る
と
、

h
J
C岡
、
三
P
S
J
+
同

)

(

川

町

山

+

同

)

H
町、
u
A
M
M
3
A
U
N
(
吹
田
十
三
一

(
J
F
+
同)・・・

(
凶
九
時
)

(
も
し
、
〔
凶
悶
〈
計
凶
〕
た

b
ば
交
易
条
件
は
B
国
に
有
利
に
在
る
。
〉

い
士
、
，
れ
と
J
H
-
m
A
と
仇
は
そ
れ
ぞ
れ
等
し
い
と
仮
定
し
よ
う
。

た
代
用
財
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か

b
、
と
の
仮
定
は
殆
ん
ど
満
た
さ
れ
℃
い
る
で
あ
ろ
う
)
従
っ
て
、

ζ

の
場
合
に
は
、

(第
1
財
と
第
5
財
、
ま
た
第
4
財
と
第
2
財
は
そ
れ
ぞ
れ
完
全



モ
こ
で
、
倒
が
成
り
立
つ
た
め
に
は
、

(
4
J
+
H
)
(
4由
十
戸
)

H

(

弐旬
l
寸

同

)
(
d
N
+
日

)

h
J
G
H
.

、酔P
H
h
u
p
・弘、
M
P

て
た
け
れ
ば
た

b
な
い
が
、
己
れ
は
両
国
が
同
様
の
産
業
構
造
を
持
つ
場
合
を
除
い
て
は
一
般
に
満
た
さ
れ
な
い
。

ω今
の
場
合
、
と
れ
は
満
足
さ
れ
る
と
考
え
て
土
い
@
何
故
な

b
ぽ
、
第
1
財
と
第
5
財
、
及
び
静
4
財
と
第
2
財
と
は
互
い
但
極
め
て
、
密
接
な
代

用
酎
正
仮
定
さ
れ
て
い
る
か

ιで
あ
る
。

ω乙
れ
は
も
ワ
と
一
般
的
に
証
明
さ
れ
得
る
。

為
替
レ
ー
ト
切
下
げ
の
交
易
条
件
に
与
旦
る
効
呆

P 

Lごミ-:oJa、

E 
E 

一
般
に

n
Z童
三
ケ
の
方
程
式
の
体
系
で
は
、
同

p
n
l
国

-
Y
Dは
3を
雲

今

年

己

且

喧

-

と
す
る
移
行
n
列
の
行
列
式
で
内
は
D
に
お
け
る
惜
の
余
悶
数

o
J
は
も
し
、
ー
な
ら
ば
、
安
定
条

件
か
与
必
ず
宣
で
な
け
れ
ば
な

b
な
い
。
買
に
、
も

L
、
す
べ
て
の
畑
山

V
C
な
b
ば
、
モ
ザ
ァ
タ
の
定
一
唱

に
よ
っ
て
、
主
で
あ
る
ザ
も
ま
た
負
で
あ
る
。
従
っ
て
、
特

l
r
な

ι
z
除
V
G
G

宮
市

t

q

M

「

t

、

司

。

ベ

弘、1
4

〈

C
な
ら
ば
、

l
ト
八
七
毛
ザ
ヅ
グ
の
定
理
に
つ
、
て
は
、
F
F
足
。

E
F
P主
主
i
b
E
T
3

九日『

L
V

』

『
骨
司
、
Z
L
V
君
、
言
言
語
、

U
1
2
b
L
e
t
-
栓
邑

1
2
或
hv
は
、
】
円
〉
皆
目
見
凶
問
。
P
N
V注
目

V
B∞
参
照
。

ω贈
っ
位
協
を
微
分
し
て
得

ιれ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
‘
い
わ
ば
超
過
需
要
曲
輔
の
勾
配
を
一
宇
如
き
も
の

j
 

で
あ
る
。
パ
ヲ
メ

1
ダ
ー
の
変
化
に
よ
っ
て
超
過
需
要
曲
品
川
出
移
行
し
た
時
に
、
価
格
が
蒙
る
変
佑
は
超
過

需
要
閣
線
の
勾
配
と
逆
の
特
号
を
持
ち
、
且
つ
、
変
位
が
小
さ
い
限
り
、
絶
対
値
に
布
い
て
、
そ
れ

ιι
等

し
い

2
、

hmは
す
ハ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
変
動
に
よ

E
変
位
し
た
時
均
価
格
の
君
主
す
こ
と

十E

に
な
る

-E 

J
 

即
ち
超
過
需
要
曲
輔
が
上
図
の
如
〈
E
か
b
p
u
へ
変
位
し
た
時
、
超
過
需
要
の
減
少

P
同
H
E八
C
と
の
時
、

第
七
十
八
巻

第
二
号

五

九



為
替
レ
ー
ト
切
下
げ
の
交
易
条
件
に
与
え
る
抽
呆

第
七
十
八
単

九
四

書写

号

五
回

価
格
は

↓
 

↓

・

炉

、

も

b
h
H
代
、
〈

0

・
・
パ
4
H
J判

l
v
。

ー
ト
F

邑

こ
れ
は
超
過
需
要
曲
線
の
勾
聞
と
抽
対
値
に
』
い
て
宰
L
〈
、
符
畑
一
v
は
反
対
で
あ
る
砂

川
河

T
hド
で
あ
る
か

b
、

b
u
h
r
"除
れ
l
応出[

P

吋

『

'

p

mw前
第
三
館
、
脚
註
削
刷
を
参
照
の
と
と
、

ヘ

bM

守
M
J
S一

ヘ

p
e
u
/
。ぉ

で
モ
+
村
岡
円
)
部
+
三
H
+判
阿
川
)
岡
村
H

鮮
は
需
品
の
需
要
が
変
位
し
た
時
の
宇
聖
書
の
変
化
を
一
百
L
、
需
要
曲
繊
の
草
野
品
、
前
述
の
よ
う
に
、
絶
対
伺

E
い
て

等
し
〈
特
号
は
逆
で
あ
る
。
(
前
掲
、
本
節
、
脚
註
ゆ
参
照
。
)
供
給
量
一
定
の
仮
定

μ
b、

~I~('; 

。h
出
川
'F〕

白

-h

制

到z
'" 

RIT 
h 

匂

し

訂

-

OHm-H 

。封

l

剖

州

|

〉

(H+J江

主
(
:
十
)

五

最
後
に

v
l
ト
切
下

V
D
間
接
的
効
岡
市
(
第
二
段
階
)
色
簡
単
に
と
り
あ
げ
よ
う
。
直
接
的
効
果
は
切
下
げ
に
よ
っ
て
即
時
的
に
働

〈
が
、
間
接
的
効
果
が
現
れ
る
ま
て
に
は
若
干
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

b
れ
て
い
る
o

そ
と
て
次
の
よ
う
な
モ
デ
ル
を
構
成
し

よ
う
。
但
し
、
す
べ

τの
価
格
は
B
国
貨
幣
表
一
不
ゼ
あ
る
。

芝、
)
1
3尚

Q
l
H
)
H
P
N
P
(」
J

ミ
l
H
Y

〉
(
T
H
Y

〉
(
?
乙
》
Q
H
)
)
a
(回
目
)

(
N
H
H
W

同
・

u
・

白

)



但
し
、

'
h
'

価
格
の
調
整
速
度
脅
示
す
常
数

o
A
の
均
衡
値
を
ム
と
し
、
舗
を
展
開
す
る
と
、

2

1
ミ
l
ご
み
明
治
ξ
1
5
l
p
)

ミ

)lis-時
H
E
と
記
す
と
、
上
昔
、

出入、
)
1
出入、
1
3
n
p
哲
也
(
〉
Q

H

)

)

・

e

(
同
町
)

第
1
期
に
拾
い
て
切
下
げ
が
行
わ
れ
た
と
し
よ
う
。
前
述
。
工
う
に
、
切
下
げ
由
直
接
的
効
果
は
R
国
貨
幣
て
計
っ

τナ
イ
て
の
国
際

商
品
の
価
格
を
上
昇
さ
せ
る
か
ら
、
〉
S
V
0
・
』
山
岡
(
品
〉
デ
仮
定
に
よ
っ
て
、
〉
(
同
)
u
h
a
g
u
c
。

第

2
期
に
h
d

い
て
は
、
間
接
的
初
呆
が
現
れ
て
く
る
。

』
。
阿
(
旦
1
Nゅ
H(H)uPRN巨
N
J
S

同合

( 

目

、お
m 

? 
11 
』

お

同

b 
s 
十
為咽

Q 

岡、
国

宵

~ 

h
M
(昌
l

b
且
H
)
H
L
F
E
M
M
2
2
)

h
u
(日
)
l
〉
(
同
)
H
L
P
P
H
b
M
(
H
)
十
L
F
3岡
、
民
一
品

-
(
問
、
日
)

代
用
効
果
世
相
殺
し

τし
ま
う
ほ
ど
大
き
な
所
得
効
果
が
な
い
と
す
れ
ば
、

E
L
川一一一一一一一一一}

故
に
〉
(
S
V
?
〉
(
凶
)
〉
?
で
両
国
の
園
内
商
品
価
根
は
上
昇
し
、

b
工
島
八
N
J
3
・
N
W
同
(
忠
八
MW同
nH)

て
国
際
商
品
。
価
格

為
替
レ
ー
ト
切
下
げ
の
吏
易
条
件
に
与
え
る
効
果

第
七
十
八
非

九
五

弾
二
号

主王

五



第
七
十
八
巻

は
下
落
占
凶
J

る
。
更
に
直
接
的
効
果
陀
よ
る
交
易
条
件
不
変
り
仮
説
か

b
、

山
h
U
H
凡
邑
で
あ
る
か

b
、
M
W
D
第
一
番
目
と
第
二
番

b

H

b
阿

為
替
レ
ー
ト
切
下
げ
の
安
易
条
件
に
与
え
る
効
果

プし
〆、』

第

号

五
六

目
の
方
程
式
か

b
、

、，[，';lぁ
阿川E

:，0' [ j品
lもo

11 
( 

ゐ司

Q 

同

為唱

号、
国
) 

、，[y，
" ，官

(

同

国

)

従
っ
て
、
交
易
条
件
白
変
化
は
第

I
財
と
第
E
財
白
各
々
心
価
格
変
化
に
対
す
る
超
過
需
要
の
変
化
率
(
園
内
商
品
と
の
間
の
需
給
移

動
を
も
考
慮
に
入
れ
た
)
、
価
格
調
接
速
度
の
積
の
大
小
に
依
存
す
る
。

交
易
条
件
は

B
菌
に
と
っ
て
良
化
し
、

即
ち
B
国
貨
幣
て
計
っ
た
国

際
商
品
白
或
る
与
え

b
れ
た
価
格
変
佑
に
対
し
て
、

B
国
心
輸
入
競
争
財
E
が
輸
出
財
ー
よ
り
も
敏
速
に

E
つ
大
吉
た
需
給
移
動
を
示

す
な
ら
ば
、

B
国
に
f

と
っ
て
交
易
条
件
は
良
化
す
る
。
こ
れ
は
ミ

l
ド
む
結
論
の
数
学
的
表
現
に
他
た
ら
た
い
。

一
詐
ぬ
昌
一
〉
一

F
S二
な
ら
ば
紬
刊
の
左
辺
は

E
f

一
P
G国
一
八
一
』
H
Q
同
一
た

b
ば
B
固
に
と
一
ツ
て
悪
化
す
る
。

も
し
、

ωと
と
で
の
モ
デ
ル
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
同
川
〉
由
民
国
語
】
問
。

F
?阜
、
子
沼

M
g
|
国
立
参
照

U

な
お
、
複
合
財
の
価
楠
円
、
ん
は
次
の
よ
う
に
し
て

定
め

b
れ
る
。
例
え
ば
、
め
と
%
は
常
に
此
例
的
に
変
動
す
る
か

ι、
適
当
な
常
数
叫
叫
を
選
べ
ば
、
町
、
H

M

S

、m
H
3
5
は
常
に
成
り
立
つ
。
即

ち郎、
H
U『

3
・
『
九
4
5
で
あ
P
、
と
の

rum
複
合
尉
I
U
価
格
と
み
な
さ
れ
得
る
ロ

青
山
秀
夫
、
「
経
済
変
動
理
論
四
研
完
(
第
一
巻
)
」
一
七
九
頁
参
照
。

〔

ζ

の
論
文
は
、
京
都
ア
メ
リ
均
セ
ミ
ナ
ー
の
昭
和
三
十
年
度
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
に
お
け
る
懸
賞
論
文
と
し
て
入
選
し
た
論
文
に
加
筆
訂
正
し
た
も
の

で
あ
る
e

〕




